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研究成果 
Cワヂ均cocωneoformansの増殖と死滅および感染成立に
おける菌種間相互作用に着目し，Staphylococus aureω細胞
のC.neoformansへの付着およびそれにより誘導される 
C. neψrmansの死滅について報告してきた.そこで，こ
の現象の開始となる両細胞の付着に関与する各細胞表
層物質の解析を行った.その結果， C. ne~仲rmans 側では
爽膜多糖類の主成分グルクロノキシロマンナン (GXM)
の主鎖である αベ1叶 3)mannanの 3残基 (M3)以上が幽 
重要であることが示された.一方，丘 ωreus側では，表
層タンパクを抽出し， GXMと相互作用する画分を精製
した結果，その分子は解糖系酵素のひとつであるトリ
オースリン酸イソメラーゼ (TPI)と同定された.従っ
て， TPIはM3を認識するレクチンとしての機能があ
ると考えられた.さらに，ぷ仰reus細胞への GXMの
結合を免疫電子顕微鏡法により検討した.すなわち，ぶ 
ωreus細胞と GXM，抗 GXMウサギ抗体，金コロイド標
識プロテインAを順次反応させ走査電子顕微鏡で観察
した.その結果，ぶ似reus細胞表層に GXMとの反応、陽
性を示す金粒子が観察された.免疫電子顕微鏡法による 
GXMの結合とその局在については，さらに反応条件を
検討し解析を継続する.
研究発表
原著論文 
1) Ikeda R，Saito F，Matsuo M，Kurokawa K，Sekimizu 
K，Yamaguchi M，Kawamoto S: Contribution of the 
mannan backbone of cryptococca1glucuronoxylomannan 
and a glycolytic enzyme of Staphylococcus aureus to 
contactmediatedkiling of Cψωcocus neoformans. J田 
Bacteriol 189: 4815-4826，2007. 
学会発表 
1) Ikeda R，Saito F，Yamaguchi M，Kawamoto S: Fungus 
-bacteria interactions: ki1ing of Cryptococc附加ψrmans 
by the adherence of Staphylococcus aureus・ The16th 
Congress of the International Society for Human and 
Anim a1Mycology，Paris，2006. 
2)池田玲子，津村果菜子，山口正視，川本進: 
Cryptococ:附 neoformansとStaphylococusの相瓦作用:
表問プラズよそン共鳴法による Cryptococus菌体認識
部伎の検討.第 50回日本医真菌主主会総会，東京， 
2006. 
3)池田玲子，川本進:Stapめ，lococusの病原真菌への
付着と死滅誘導ーブドウ球菌表層タンパクとその
認識部位の解析.第 80四日本細菌学会総会，大阪， 
2007. 
4) Ikeda R，Saito F，Matsuo M，Kurokawa K，Sekimizu 
K，Yama思lchiM，Kawamoto S: 1he contribution of the 
mannan backbone of cryptococca1glucuronoxylomannan 
and a glycolytic enzyme of Staphylococcus aureus to 
contactmediatedkil1ing of C仰向cocusneoformans. 冊 
The 7th Awaji International Forum on Infection and 
Immunity，2007. 
5)池田玲子，斉藤史人，松尾美記，黒川健児，関水和
久，山口正視，川本進:細菌 Staphylococω付藷に
よる病原真菌 Cryp向cocusの死滅誘導一真菌・細菌
相互作用の新規分子機構 第 30問日本分子生物
学会年会・第 80問日本生化学会大会 合同大会 
2007. 
千葉大学真菌医学研究センター報告第1巻 2ω7 68 
